
ＪＡ北九・北九州普及センター

◎安定多収栽培の7つのポイント

月 旬 生育
★土づくり １．土づくり

①麦の適正pHは6.0～6.5です。麦の播種前に土壌診断を実施して、pHが6.0以下の場合は石灰、
　ミネラルG等を散布しましょう。特に、大麦のほ場で酸性障害が増えています。

★土壌改良剤の散布 ・散布量：ミネラルＧ　１4０～２００kg/10a　又は　細粒苦土石灰　100～180kg/10a
★排水溝の設置 ②地力維持のため、稲わらの全量すき込み、堆肥の散布に努めましょう。

・堆肥施用　１～２ｔ／１０ａ
★種子消毒

・麦は湿害を受けやすいので、排水対策を徹底してください！！
①弾丸暗きょ、排水溝（周囲溝）を設置しましょう。
②降雨後速やかにほ場外に、水が流れ出るように、うね溝と排水溝をつなぎましょう。

★基　肥 ③畝立播種も有効な排水対策となります。
★播　種

３．播種時期と播種量
※品種特性（播種日は11月25日前後）

★除草剤の散布

※目標出芽本数は１００～１５０本/㎡
※早播は品質低下や凍霜害の原因となりますので適期播種を行いましょう

4．施肥基準 (10a当り)

★土入れ
　 ・麦踏み

※大豆後作では、基肥量を２０ｋｇ／10a ※大豆後作では、基肥量を２０ｋｇ／10a

○追肥一発肥料の場合 (10a当り)
６．麦踏み・土入れ

★中期除草剤散布 ①麦踏み（※必ずほ場が乾燥した状態で実施しましょう ）
・12月下旬（本葉３～４葉）～2月中旬（節間伸長開始前まで）

★分げつ肥 　に、２～３回実施しましょう。
★土入れ 　効果：分げつの促進、倒伏防止など、

・麦踏み 特に、生育旺盛の場合効果が高いです。
②土入れ

５．病害虫対策 ◎「土入れの基準」３回程度

○種子消毒

★穂肥 効果：倒伏防止、雑草防除、表面排水の対策。
★土入れ 　　　施肥後に実施すると、肥効が高まります。

※消毒手順は、ｸﾙｰｻﾞｰFS30→約10分間乾燥→ﾄﾘﾌﾐﾝ水和剤です

○赤かび防除(2回防除)

○除草剤
★排水溝の整備 ①播種前～播種後出芽前 (10a当り)

★赤かび病防除
★穂揃い期追肥

（小麦のみ） ②播種直後～麦生育期
★赤かび病防除

★排水溝の整備

③生育期 (10a当り)
回数

★収　穫

７．収穫
☆収穫期の判定：茎葉及び穂首部分が黄化～白化し、粒は爪あとがわずかにつき(穀粒水分25％以内)、
　ほぼロウぐらいの固さになった時
☆大麦の場合は、さらに、穂首が８割以上曲がったとき

ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ(３葉期まで)には麦１葉期～
節間伸長前に10g/10a散布

トゲミノキツネノボタン
(ウマゼリ）に効果が高い

１回まで

除草剤名 適用雑草 薬量 使用時期 留意事項

70～100ℓ
雑草３～６葉期（小麦：収穫45日
前まで、大麦：収穫90日前まで）

１回まで 播種後～節間伸長前

下

希釈水量

チクゴイズミ 45kg グッドIB407号：30kg

対象病害虫

使用時期

分げつ後期ﾔｷﾞｼﾛﾄﾋﾞﾑｼ
（小麦）

本葉３～４枚

バサグラン液剤 一年生広葉雑草 100～200mℓ

ハーモニーDF 5～10g ５0～100ℓ
一年生広葉雑草、
スズメノテッポウ

ｸﾙｰｻﾞｰFS30

農薬名 処理方法

除草剤名(乳剤) 薬量

0.5%の粉衣

150ℓ

300～500mℓ

2000倍

希釈水量

播種後～麦3葉期
（イネ科雑草1葉期まで）

順次深く

ボクサー 400～500mℓ 70～100ℓ

 リベレーターフロアブル

播種後～大麦:２葉期まで、小麦:4葉期まで

100ℓ
60～80ml

※大麦は60～
70ml推奨

順次深く

麦追肥名人：30～35kg

麦の生育

２月上
　　～中旬

２月下
～３月上旬

 ラウンドアップマックスロード

100～150ℓ
50～100ℓ

播種前又は播種後出芽前
耕起前又は播種前まで、播種後出芽前

25～30ｋｇ 25ｋｇ

塗抹処理
（※混用不

可）

又はＮＫ2号 又はＮＫ2号

時　　期
１月上
　　～中旬使用量

種子1kg当り
原液6ｍℓ

4月中下旬
☆ﾀﾝﾊﾟｸ含有率確保のため、穂ぞろい期追肥を実施しましょう！

基肥
1月下旬～2月上旬

チクゴイズミ

分げつ肥

15ｋｇ

又はＮＫ2号

20ｋｇ

分げつ肥

20ｋｇ

茎立ち期

強
チクゴイズミ やや強

4月7日

15ｋｇ

硫安
１０kg

又は尿素
５㎏20～25ｋｇ

中

穂揃い期追肥

網斑病（大麦）

又はＮＫ2号

ベスト444
ベスト444

45ｋｇ

種子重量の

ベスト444

品種名

播
種
期

出
芽
、

分
げ
つ
開
始
期

令和5年10月作成麦  作  ご  よ  み

中

ベスト444

基肥

下

上

上

はるか二条

下

上

希釈倍率

黒穂病類

薬剤名

中

45ｋｇ

トリフミン水和剤

分
げ
つ
期

１０

下

小麦は収穫７日前まで、大麦は１４日前まで

種子10kgに
50g

ベスト444

上

基肥

品種名

品種名

2000倍 75mℓ

出

穂

期

・

開

花

期

登
熟
期

75mℓ

除草剤名

内                      容

(10a当り)

6月1日

令和６年産

２

１

１１

はるか二条

はるか二条

４

１２

1月下旬～2月上旬

出穂期

主 な 作 業

チクゴイズミ

播種時期別播種量

２．排水対策　暗きょ排水（本暗きょ、弾丸暗きょ）と表面排水（周囲溝、畦立）を組み合わせて排水対策を行いましょう！

８～１０kg

品種名

中

中

上

中

下

上

上

中

下

穂肥

5月22日

1月下旬～2月上旬3月上旬
穂肥

(10a当り)

分げつ肥

88cm

散布期限

79cm

耐倒伏性稈長成熟期

3月上旬

土入れの程度

品種名

ベスト444

4月12日

—
4～5kg

１２月１～１０日

８～９kg

11月10～19日 ２０～３０日(適期)

６～８kg

☆赤かび病の防除は必ず2回実施しましょう！

薬量

(10a当り)
散布適期

希釈水量

中

150ℓ 収穫7日前まで

収穫7日前まで3kg

①土 づ く り　②排 水 対 策　③適 期 播 種　④適 量 施 肥　 ⑤雑 草 防 除　 ⑥麦踏み・土入れ　⑦赤 か び 病 防 除

(10a当り)

使用時期

20ｋｇ

はるか二条

浅　く

小麦：開花期と、その７～１０日後
大麦：穂揃期の10日後と、その７～１０日後※3000倍 50mℓ

ベスト444

３

節
間
伸
長
期
・
幼
穂
形
成
期

ワークアップフロアブル

下

５

収
穫
期

下

ワークアップ粉剤DL

上

６

※赤かび病防除のみの場合は３０００倍の散布
で効果が見込めます。
　網班病やうどんこ病など、その他の病気の防
除も行う場合は２０００倍で散布を行いましょ
う。

中 － —

バスタ液剤
200～500mℓ

薬量 使用量

ミラビスフロアブル


